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　「優勝したいとは思っていましたが、本当に優勝でき
るとは思いませんでした。チームとして初の全国優勝
なので本当にうれしい」と３人は口をそろえた。
　中学硬式野球のボーイズリーグ全国大会「第55回日
本少年野球選手権大会」の決勝戦は８月７日、大阪シ
ティ金庫スタジアム（大阪府大阪市）で開催され、大崎
市を中心に活動している宮城仙北ボーイズが全国優勝
を成し遂げた。
　佐々木選手、三浦選手、鈴木選手の３人は、小学校低学
年の頃から市内のスポーツ少年団に所属。野球の技術を
磨き、さらに高いレベルで挑戦してみたいと、同チーム
への入団を決意した。県内外から集まった仲間たちと
切
せ っ さ た く ま

磋琢磨し、厳しい練習を乗り越えて７月に開催された
東北大会で優勝。２年連続となる全国大会への切符をつ
かんだ。

　全国大会初戦、三浦選手が登板するなどして快勝する
と、2回戦、３回戦と順調に勝ち進んだ。準々決勝では、
序盤リードするも中盤に逆転を許し、２点負けている状
況で迎えた最終回。鈴木選手が代打で出場してライト
前ヒットで希望をつなぐと、次の打者のホームランで同
点に追いつき、延長戦の末に逆転で接戦を制した。続く
準決勝では、佐々木選手のタイムリーヒットなどで得点
を重ね、これまで到達することができなかった決勝の舞
台へと駒を進めた。決勝戦では愛知名

めい

港
こう

ボーイズ（愛知
県）相手に、持ち味のつなぐ打線で着実に加点し、最後ま
でリードを許すことなく７対３で勝利。宮城県はもとよ
り、東北勢初となるボーイズリーグ全国優勝の栄冠に輝
いた。
　３人はそれぞれ違う高校に進学予定だが、目標は共に
甲子園出場。ライバルとしての再会を夏の空に誓った。

Special
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　「最初は自分でも信じられませんでしたが、ずっと目
標にしていた日本一になることができてよかったで
す。書道の先生や家族、クラスメートのみんなが喜んで
くれたことが、すごくうれしかった」と愛美璃さんは白
い歯を見せた。
　本年度開催された、書道の第58回高野山競書大会に
おいて、愛美璃さんが最高賞となる弘法大師賞を受賞
した。大会は、国内最大規模の出展数を誇り、今回は全
国から10万9884点の応募のうち、学生の部への応募が
約４万点。６月に開催された選考会で、最高賞に当たる
弘法大師賞に選ばれた。妹の心璃愛さんも特別賞を受
賞。見事、姉妹で上位入賞を果たした。
　佐藤姉妹が書道と出会ったのは８年前。愛美璃さん
の小学校入学を機に書道教室に通い始めた。２年が経
過した頃、県のコンクールで二人とも２位だったのが

悔しく、当初週１回だった教室での練習は、いつしか
週５回に。思うようにいかず悔し涙を流す日もあった
が、努力を惜しまずに練習し、県のコンクールで二人そ
ろって最高賞を受賞するほどの技術を身に付けた。
　「今まではお手本通り書くことだけを考えていまし
たが、日本一になるためには個性を表現することが大
切だと思いました。強弱や字の持つ意味を考えるよう
にしたら、楽しみながら書くことができた」と愛美璃さ
ん。妹の心璃愛さんは「目標の日本一には届きませんで
したが、初めて上位の賞を受賞することができたので
うれしかったです。自分の持つイメージをもっと表現
できるように頑張ります」と前を向いた。書道界の新星
として全国の舞台で輝きを見せた佐藤姉妹の夢は、二
人そろっての日本一。筆を握る手に思いを込め、さらな
る高みを目指して筆を運ぶ。
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　課題から想定される状況を考え対応できるよう、
繰り返し練習しました。東北大会での反省を踏まえ、
10月27日、初の全国大会を楽しみながら、全国のレベ
ルをしっかり目に焼き付けてきたいと思います。

　運動部と商業部をかけ
持ちのため、時間を調整
して頑張りました。全国
のレベルの高さを実感。
今後も挑戦を続けます。

　一人一人が、その時にできる最大限のことを、誰も諦めず
に、最後まで全力でやり抜きました。家族や先生、応援してく
れた全ての人に本当に感謝しています。これからも、ローイン
グに関わる高校生の応援をお願いします。

　自分に負けないように目標を高く持っ
て、つらい練習も仲間と共に頑張りました。
私たちは３年生で、これからは次のステー
ジに向かいますが、ボート部で身に付けた
継続力を、将来の夢につなげていきたいと
思っています。

　団体の決勝トーナメン
ト進出が目標でしたが達
成できませんでした。進学
して続ける予定なので、全
国上位を目指します。
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　詰め将棋や棋譜並べ、
実践を毎日重ねて全国に
挑みました。結果はベス
ト８。次は優勝できるよ
うに頑張ります。

　私は柔道を通して、心
がすごく強くなりました。
大会への出場や、練習の
中で身に付けた強さを大
切にしていきたいです。

　課題を自分たちで探しながら、日々の練習を頑
張ってきました。試合では、チームで声をかけ合い、
協力して戦うことができました。この経験を糧に、次
の試合に向けて練習していきたいと思います。

　初めての全国出場。３人で互いを高め合いながら、
全力で練習に取り組みました。結果はベスト16。それ
ぞれの長所、短所がつかめたと思います。来年は、今
年よりも上を目指して努力していきたいです。

　昨年準優勝だったので、今年は優勝を目指して挑
戦しました。目標には届きませんでしたが、明るい雰
囲気で楽しくプレーできました。来年こそ全国優勝
できるように、仲間たちと力を合わせて頑張ります。

　目標には届きませんでしたが、楽しくプレーして
いる先輩たちの姿が印象的でした。３年生の先輩た
ちが引退するので、今回の経験を生かして、もっとい
い成績を残せるように練習に取り組みます。

Zoom Up Tome 2024 Special
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　道場の見学で、強そう
な姿に憧れて始めた空
手。技の練習を繰り返し
ました。次も全国に出ら
れるように頑張ります。

　アニメで見た空手が
かっこいいと思って始め
ました。毎日、声を出して
練習しました。来年も全国
大会に出場したいです。

　試合で緊張しないよ
う、声を出し、気持ちを入
れて取り組みました。体
が小さいので、ご飯もた
くさん食べました。

　大会では、積極的な攻
めができず悔しい思いを
しました。見つけた課題
を克服できるよう、努力
していきたいです。

　姉と一緒に見学したこ
とがきっかけで空手を始
めました。練習はつらい
時もあったけれど、トロ
フィーと金メダルをもら
えて、とてもうれしかっ
たです。

　小学生の時と違って、中学生女子の部は
中学１～３年生が競い合うため、３年生に
も負けないという気持ちで頑張りました。
優勝できて、本当によかったです。これから
も努力をして勝ち上がり、中学３年間、全国
連覇を目指したいです。

　試合で負けないよう、
速さを中心に練習しまし
た。３年連続の全国優勝
で一安心しました。４連
覇目指して、今よりもっ
と強くなります。
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　タイブレークの場面で、
三振に抑えたことがうれ
しかった。中学生では硬式
をやるので、気持ちを切り
替えて頑張ります。

　スタートが苦手だった
ので練習しました。中学
生になっても陸上を続け
るので、次こそ全国上位
を目指します。

　上段突きと左中段蹴り
の練習を頑張りました。
来年は成果を出せるよう
に、構えの形の修正や、連
続技に挑戦したいです。

　初めての全国大会で、
緊張しましたが、ミスな
く演武できました。来年
は形と組手の両方で出場
できるよう頑張ります。

　初めてのトロフィーを
もらえて、うれしかったで
す。来年は優勝トロフィー
を持ち帰りたいです。

　全国大会では１回戦で
負けてしまって、すごく
悔しかったので、次は優
勝できるように、練習を
頑張りたいです。

　初めての東京の会場で
緊張しましたが、強化練
習も一生懸命にやってき
たので、それを無駄にし
ないよう頑張りました。

　形の選手として、技の
緩急や力強さを意識して
練習してきました。次は
良い結果を残せるよう、
もっと頑張りたいです。

　強くなって、人を守れ
るようになりたいと思っ
て空手を始めました。来
年に向けて、これからも
練習を頑張ります。

　いつもより気合を入れ
て練習を頑張り、全国大
会に臨みました。ライバ
ルに負けてしまったけれ
ど、楽しかったです。

Zoom Up Tome 2024 Special
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11
月
９
日
〜
15
日
は
、秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
週
間
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
寒
く
な
る
季
節

は
、暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
増

え
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。火
災
予
防
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◉▼
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い

▼
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

▼
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す

▼
コ
ン
セ
ン
ト
は
、ほ
こ
り
を
清

掃
し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

◉
　

住
宅
火
災
を
い
ち
早
く
発
見
す

る
た
め
に
は
、住
宅
用
火
災
警
報

器
が
非
常
に
有
効
で
す
。警
報
器

は
台
所
、寝
室
、階
段
の
天
井
面
に

取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

月
に
１
回
、作
動
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。製
品
に
よ
っ

て
、ボ
タ
ン
を
押
す
も
の
や
、ひ
も

を
引
く
も
の
が
あ
り
ま
す

電
池
が
切
れ
る
と
音

や
表
示
灯
で
知
ら
せ
る
製
品
も
あ

り
ま
す
。ほ
と
ん
ど
の
製
品
は
電

池
の
寿
命
が
10
年
で
す
。早
め
に

交
換
し
て
く
だ
さ
い

消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

　

登
米
市
民
病
院
で
は
、毎
週
日

曜
日（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分
）に
、小
児
科
救
急
外
来
を
実
施

し
て
い
ま
す
。担
当
医
師
は
、第

１
・
４
週
日
曜
日
が
東
北
大
学
応

援
医
師
、第
２
・
３
・
５
週
日
曜
日

は
登
米
市
民
病
院
の
小
児
科
医
師

で
す
。都
合
に
よ
り
臨
時
休
診
と

な
る
場
合
は
、市
公
式
L
I
N
E

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、６
歳
以
上
の
小
児
の
場

合
は
、小
児
科
救
急
外
来
の
日
時

以
外
で
も
、可
能
な
限
り
対
応
し

て
い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
電

話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、登
米
市
民
病
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

登
米
市
民
病
院

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

　本市は、環境省の「トキとの共生を目指す里地（B地
域）」に選定されています。

　近い将来、本州にトキが帰ってくる日に向け、環境にや
さしい農林業の具体的な取り組みについて理解を深め、
実現へ向けた第一歩を踏み出すための機会として、トキ
との共生の先進地である佐渡島での農業や、県内での大
型水鳥との共存などに関するシンポジウムを開催します。

11月10日（日）午後２時～４時15分
中田農村環境改善センター
佐渡市長 渡辺竜

りゅう

五
ご

氏 他
市内に在住または通勤・通学している人
100人（要事前申込）
11月５日（火）

産業経済部観光物産戦略課（観光戦略係）
☎ 0220（34）2759
死 kankobussan@city.tome.miyagi.jp
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令
和
７
年
度
の
登
米
市
振
興
総

合
補
助
金（
み
や
ぎ
の
水
田
農
業

改
革
支
援
事
業
・
園
芸
特
産
重
点

強
化
整
備
事
業
）の
事
業
要
望
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、対
象
経
費
や
注
意
事
項
な

ど
を
確
認
の
上
、申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
　

麦
・
大
豆
・
飼
料
用
米
な
ど
の
転

作
作
物
の
生
産
拡
大
に
必
要
な
施

設
や
機
械
を
導
入
す
る
農
業
者
を

支
援
し
ま
す
。営

農
集
団（
３
戸
以

上
）、農
地
所
有
適
格
法
人
な
ど

麦
、大
豆
、飼
料
作

物
、新
規
需
要
米
な
ど

規
約
ま
た
は
定
款
、

参
考
見
積
書
、カ
タ
ロ
グ
類
、作
付

計
画
図

※
既
存
の
機
械
・
施
設
の
更
新
や

ト
ラ
ク
タ
ー
、自
脱
型
コ
ン
バ
イ

ン
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
汎は

ん

用よ
う

的
な

機
械
は
対
象
外

■
　

み
や
ぎ
園
芸
特
産
振
興
プ
ラ
ン

で
定
め
る
産
地
改
革
品
目
や
地
域

戦
略
品
目
の
生
産
、出
荷
拡
大
に

必
要
な
施
設
や
機
械
を
導
入
す
る

農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

農
業
協
同
組
合
、農
協

園
芸
特
産
関
係
部
会
、農
業
法
人
、

任
意
組
合（
３
戸
以
上
）な
ど

イ
チ
ゴ
、キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、ソ
ラ
マ

メ
、タ
マ
ネ
ギ
、キ
ャ
ベ
ツ
、ネ
ギ

類
、バ
レ
イ
シ
ョ
、エ
ダ
マ
メ
、ナ

ス
、カ
ボ
チ
ャ
、ニ
ラ
、ニ
ン
ニ
ク
、

ユ
キ
ナ
、ス
プ
レ
ー
ギ
ク
、ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
、ス
ト
ッ
ク
、鉢
も
の

類
、花
壇
用
苗
も
の
類
、リ
ン
ゴ
、

モ
モ
、ブ
ド
ウ
、シ
イ
タ
ケ
、ピ
ー

マ
ン
類

規
約
ま
た
は
定
款
、

参
考
見
積
書
、カ
タ
ロ
グ
類
、施
設

位
置
図

※
機
械
・
施
設
の
更
新
、既
存
施

設
の
追
加
導
入
や
ト
ラ
ク
タ
ー
、

バ
ッ
ク
ホ
ー
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

汎
用
的
な
機
械
、設
備
は
対
象
外

◉

11
月
８
日（
金
）

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

産
業

経
済
部
農
政
課（
農
産
園
芸
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

▶

▶

▶
▶

▶

▶
▶
▶

▶
▶
▶
▶

■ ■

　森林は二酸化炭素を吸収し、地球温暖化を防止する
など、地球環境にとって大切な資源です。この大切な森
林を育むため、「市民参加の新たな森

も

林
り

づくり」秋の植
樹祭を実施します。ぜひ、ご参加ください。

11月７日（木）午前10 時～正午（小雨決行）
旧東和国際交流センター
午前９時30分

※植林会場まで送迎します
50人（申込先着順）
無料

※軍手、長靴、雨具などをご用意ください
10月28日（月）
電話、ファクシミリ、電子メール

※詳しくは、市公式ホームページをご覧ください
産業経済部

農林振興課（林業振興係）
☎ 0220（34）2709
0220（34）2802

死 norinshinko@city.tome.miyagi.jp
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令
和
６
年
度
宮
城
県
園
芸
振
興

大
会
は
８
月
30
日
、仙
台
市
で
開

催
さ
れ
、園
芸
品
目
の
生
産
、流

通
、加
工
お
よ
び
販
売
な
ど
、園
芸

技
術
の
向
上
と
発
展
に
寄
与
し
た

団
体
な
ど
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
農
宮
城
県
本
部
長
賞
栽
培
技

術
部
門
賞
を
受
賞
し
た
、米
山
町

の
株
式
会
社
た
い
ら（
千
葉
翔し

ょ
う

太た

代
表
取
締
役
）は
９
月
24
日
、市
役

所
を
訪
れ
、市
長
に
受
賞
を
報
告

し
ま
し
た
。同
社
は
、環
境
保
全
米

や
長
ネ
ギ
、冬
春
い
ち
ご「
も
う

い
っ
こ
」な
ど
の
栽
培
に
お
け
る
、

I
P
M（
総
合
的
病
害
虫
管
理
）な

ど
先
進
技
術
を
導
入
し
た
取
り
組

み
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。千

葉
代
表
は
、「
農
業
振
興
の
た
め
、

周
年
栽
培
の
確
立
な
ど
に
よ
り
、

就
農
を
目
指
す
若
い
人
た
ち
が
働

け
る
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
宮
城
県
総
合
畜
産

共
進
会（
肉
用
牛
の
部
）は
９
月

６
、７
の
両
日
、み
や
ぎ
総
合
家
畜

市
場（
美
里
町
）で
開
催
さ
れ
、登

米
市
の
出
品
牛
の
多
く
が
上
位
に

入
賞
し
、生
産
者
の
飼
養
管
理
技

術
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▼
１
区（
若
雌
の
１
）

＝
２
席
／
ふ
く
や
ま
号
／
遠
藤
康や

す

浩ひ
ろ（

迫
町
）▼
２
区（
若
雌
の
２
）

＝
２
席
／
ま
っ
ち
号
／
チ
バ
ズ

フ
ァ
ー
ム（
株
）（
迫
町
）▼
３
区

（
経
産
）＝
３
席
／
ひ
め
号
／
小

野
寺
正ま

さ

人と

（
迫
町
）▼
５
区（
父
系

群
）＝
２
席
／
登
米
和
牛
育
種
組

合
／
さ
ら
ん
号
／
冨
栄
隆た

か
し（
米
山

町
）、ひ
め
ふ
く
号
／
守
屋
和か

ず

典の
り

（
迫
町
）、ま
き
ま
き
号
／
亀
田
雄か

つ

仁ひ
と（
南
方
町
）前

躯
賞
＝
ひ
め
ふ
く
号

／
守
屋
和
典（
迫
町
）

産
業
経
済
部
農
政

課（
畜
産
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

　ペットとより良い関係を築くための実技指導や、し
つけ方の個別相談を実施します。

※上靴を持参してください
▶飼犬（中型まで）同伴＝各会場７組（１世帯

当たり１組まで。未受講者優先となります）
▶聴講＝各20人まで（申込先着順）

電話、ファクシミリまたは電子メール（住所、
氏名、電話番号、会場、人数、犬の名前、改善したい点を明
記してください）

各開催日の３日前
市民生活部環境課（生活環境係）

☎ 0220（58）5553　 0220（58）3345
死 kankyo@city.tome.miyagi.jp
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☎

　

市
で
は
、令
和
８
年
度
か
ら
17

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

「
第
三
次
登
米
市
総
合
計
画
」の
策

定
を
進
め
て
お
り
、今
後
10
年
間

の
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ

ん
と
共
に
考
え
る
た
め
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。詳
し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

➊
11
月
27
日（
水
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
／
登

米
総
合
支
所
➋
11
月
28
日（
木
）午

後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分
／
米
山

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
➌
11
月

30
日（
土
）午
後
２
時
〜
４
時
／
迫

公
民
館

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

課（
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

▶

▶
▶

　
「
空
き
家
に
は
ど
ん
な
問
題
が

あ
る
の
か
」な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
11
日（
月
）午
後
２
時

〜
４
時

迫
公
民
館（
軽
運
動
場
）

住
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー 

桂
田
彰あ

き

子こ

氏
11
月
１
日（
金
）

※
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

課（
ふ
る
さ
と
定
住
係
）　

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

死tom
e-life@

city.tom
e.

m
iyagi.jp
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市内の民俗芸能保存団体が一堂に会し、圧巻のステージを披露。
会場からは大きな拍手が送られていました。

　「第18回登米市民俗芸能大会」（登米市民俗芸能協会
主催）が９月１日、水の里ホール・Abebisou（登米祝祭
劇場）で開催されました。
　大会は、市内の民俗芸能団体17団体が出演し、各地域
に根ざし継承されてきた神楽や甚句、囃

は や し

子などを披露。
上演前には、それぞれの民俗芸能のいわれや歴史、特徴
などが解説され、来場者は各団体の演舞に引き込まれ
ていました。山ノ神神楽で出演した及川真

ま

梨
り

奈
な

さん＝
迫町倉崎＝は「貴重な発表の場で演じることができて
よかった。祖父や母が神楽を受け継いできたように、私
も続けていけたらと思います」と話していました。

元気いっぱいの笑顔があふれ、歌声が響きわたったステージ。エ
ンディングには、満員の客席から温かい拍手が送られました。

　劇団ドリーム☆キッズ第22回ミュージカル公演「お
はなしの森～さぁ☆冒険をはじめよう！～」は９月７、
８の両日、水の里ホール・Abebisou（登米祝祭劇場）で
開催され、２日間で909人が来場しました。
　公演には、小中高生ら団員29人に準キャスト・卒団生
を加えて総勢39人が出演。物語は、悩みを抱える中学生
ヒカルが、不思議な森で童話の登場人物と出会い、成長
していく姿が描かれました。出演した佐藤七

なな

海
み

さん＝
米山町中埣＝は「小学２年生から演劇を始めて10年目。
今年も、公演に向けて仲間と練習を重ねてきました。支
えてくれる皆さんに感謝しています」と話しました。

空手を通して市内の小学生と交流する選手団。練習後には、互い
に連絡先を交換し、再会を誓い合いました。

　ポーランド共和国の総極真空手クラブの選手団８人
が本市を訪れ、９月１日から３日までの３日間、スポー
ツなどを通して市民との交流を深めました。
　選手団は、同国のボートチームが東京五輪の事前合
宿をしたことがきっかけで来市。石ﾉ森章太郎ふるさと
記念館などを見学したほか、ボートチームが練習に励
んだアイエス総合ボートランドでカヌーを体験しまし
た。選手団代表のラデク・アンブロズィックさんは「家
族のように迎え入れてくれてうれしかった。この縁を
大切に、これからもＳＮＳを活用するなど、さまざまな
方法で交流していきたい」と笑顔を見せました。



今月のホットライン

13 2024.11

屋外では、単管パイプなどを使用した救出訓練や、消火器の取り
扱いを体験する初期消火訓練が実施されました。

　「登米市総合防災訓練」は９月21日、南方農村環境改
善センターを主会場に開催され、関係団体および市民
約300人が参加しました。
　訓練は、大規模災害に備えて、地域の防災力を向上さ
せ、市民の防災への関心を高めることを目的に開催。会
場では、応急救護、避難所開設、煙道体験などの訓練が
実施され、参加者は真剣に取り組んでいました。佐々木
孝
たか

子
こ

さん＝豊里町新町＝は「日頃の備えはもちろん、一
人暮らしの家庭が多くなっているので、地域の人たち
の声がけが大切だと、訓練を通して改めて感じました」
と話していました。

「登米市をドラマの舞台に選んだのは、自然環境の良さはもちろ
んだが、登米市民の温かい人柄が一番の理由」と話す梶原氏。

　「連続テレビ小説『おかえりモネ』講演会」は９月15
日、同番組の撮影で使用された長沼ボート場クラブハ
ウスで開かれ、全国から80人が参加しました。
　講演会は、2021年に放送されたドラマを振り返り、全
国の皆さんに本市の魅力をより深く知ってもらうため
に開催。「まちを演出する～おかえりモネはなぜ登米市
だったのか～」と題し、ドラマの制作で演出を担当した
梶原登

と き

城氏が講演しました。鹿児島県から訪れた廣濱
愛
あい

さんは「おかえりモネの大ファンなので、撮影の裏話
が聞けて楽しかった。登米市は自然が豊かなので、春に
も来てみたいです」と笑顔で話しました。

折り紙に挑戦するこどもたち。動物やテレビアニメのキャラク
ターなどを作って楽しんでいました。

　「第13回登米市こどもまつり」は９月22日、水の里ホー
ル・Abebisou（登米祝祭劇場）で開かれ、多くの家族連
れでにぎわいました。
　会場内では、折り紙や絵本の読み聞かせコーナーの
ほか、マジックショー、登米ジュニア吹奏楽団によるコ
ンサート、ピノキオの人形劇など、多数のイベントが催
され、こどもたちの笑顔であふれていました。親子で来
場した吉田友

ゆ

佳
か

さん＝中田町大柳＝は「昨年初めて来
て、今年もこどもが楽しみにしていたので来ました。体
験型のイベントがたくさんあるので、こどもと一緒に
楽しい時間を過ごせました」と笑顔を見せました。
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　生まれも育ちも登米市迫町。今、私は嬢車（じょーかー）
とS4I96N（サイクロン）という名前で、楽曲制作とLIVE
活動を全国的に展開しています。ジャンルはHIPHOP。
みんな、「ラッパー」とか「ＤＪ」は知ってますよね。どっち
もやってます。
　2023年に、イベントでダンススタジオ「G

ガ イ ダ ン ス

UIDANCE」の
皆さんに出会い、市内で自分以外にガンガン活動してる
人たちに感化されて、今に至ります。11月下旬には自身
の３rdアルバムをリリースする予定です。（Apple Music、
Spotify、YouTubeなどで聞けます。MVも公開中）人間味
がある歌詞に注目してほしい。それから、歌はかなり上手
い方なので、ぜひ聞いてみて。
　今、登米市に住んでる同級生や同学年は少ないので
すが、実はどんどん街の雰囲気も良くなりつつあって、
V
バ イ ブ ス

ibesも高くなってるのが今の登米市だと思っています。
これを読んでくれているあなたに、いつか会えることを
楽しみにしています。

表情や話し方で、とても優しそうな人だ
と感じたよ。

その時は穏やかな人だと感じたけど、
気の強いところもあったね。

新婚旅行で福島県の二本松に車で
行ったんだけど、雪がものすごくて大変だった
の。今ではいい思い出だけどね。

数年前に病気で１カ月くらい入院した
時に、不安になったりもしたけど、妻に精神的
に支えてもらって本当に助かったんだ。生活だ
けでなく、心も支え合っていると思えることが
夫婦円満のコツかな。それと、妻の言うことを
黙って聞くことだね。

趣味の民謡や神楽を楽しみながら、仲良
く元気に生活していきたいね。
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元気いっぱいで食いし
ん坊で、笑顔がすてき
なわが家のアイドル。
これからも毎日楽しく
過ごそうね。

いろいろな事に興味
津々のおうき君。いっ
ぱい食べて大きくなっ
てね。

食べることが大好きな
わが家のわんぱくボー
イ。いつも笑顔をあり
がとう。これからも元
気に大きくなってね。 

いつもニコニコかわい
いけいちゃん。大きく
大きく成長しているね。
これからも、たくさん
笑顔を見せてね。

　私の将来の夢は、バスケットボールの指導者
になることです。小学２年生の時に始めてから、
バスケットボールに関わる仕事をしたいと思っ
ていました。
　指導者になりたいと思った理由は「あの指導
者のところでプレーしたい」と思われる人に
なり、日本を代表するプレイヤーを育てたいと
思ったからです。そのために、今からバスケット
ボールについての知識や技能だけでなく、指導
者として必要な資質を身に付けられるよう、何
事にも前向きに取り組んでいきたいと考えてい
ます。また、指導者として最も大切なことはコ
ミュニケーションだと思います。私は、自分の考
えや意見を相手に伝えることがあまり得意では
ないので、これからはたくさんの人たちと積極
的に関わっていきたいです。
　この夢をかなえるのは、少し先のことかもし
れませんが、一日一日を大切にして成長できる
ように、これからも頑張っていきたいです。
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◉

☎

◉

　

☎

　

☎

㊊

㊋

㊊

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎

㊐
（祝） ☎ ☎

㊊
（振） ☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊏
（祝） ☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

☎

◉

☎

☎

■
　

全
国
的
に
高
齢
者
虐
待
の
相

談
・
通
報
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。虐
待
が
起
こ
る
背
景
に

は「
介
護
疲
れ
」「
高
齢
者
本
人
と

虐
待
す
る
側
の
こ
れ
ま
で
の
人
間

関
係
」「
経
済
的
困
窮
」な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。そ
の

中
で
も
、認
知
症
や
寝
た
き
り
の

程
度
が
重
く
な
る
ほ
ど「
介
護
疲

れ
」の
割
合
が
高
く
な
っ
て
き
ま

す
。家
庭
内
で
虐
待
を
受
け
た
高

齢
者
の
約
７
割
が
要
介
護
認
定
を

受
け
て
お
り
、介
護
負
担
を
一
人

で
抱
え
込
み
頑
張
っ
て
し
ま
う
人

ほ
ど
、心
身
共
に
疲
れ
果
て
、虐
待

と
気
が
付
か
ず
行
為
に
至
る
こ
と

な
ど
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま

た
、つ
ら
い
事
や
不
満
が
あ
っ
て

も
、声
に
出
せ
な
い
高
齢
者
も
い

ま
す
。高
齢
者
虐
待
は
、ど
の
家
庭

で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
身
近

な
問
題
で
す
。介
護
す
る
側
も
さ

れ
る
側
も
尊
重
さ
れ
、自
分
ら
し

い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、専
門
家

や
地
域
の
人
の
力
を
借
り
ま
し
ょ

う
。気
が
付
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、

一
人
で
悩
ま
ず
、地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
修
了
者
を
対
象
に
、地
域
の

中
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
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事
務
所
長
寿
介
護
課（
地
域
包
括

支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

◉

11
月
６
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

豊
里
こ
ど
も
園

豊
里

こ
ど
も
園

☎
０
２
２
５（
２
５
）７
５
４
５

◉

11
月
12
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

中
田
児
童
館

南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

◉

11
月
19
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
母
子
保

健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

◉
　

プ
レ
パ
パ
・
パ
パ
サ
ロ
ン
開
催
。

産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
、

妊
娠
・
出
産
に
よ
る
体
調
や
気
持

ち
の
変
化
、着
替
え
や
お
む
つ
交

換
の
仕
方
な
ど

11
月
26
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

中
田
児
童
館

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
母
子
保

健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

◉
　

H
I
V
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
梅
毒
抗

体
検
査
、肝
炎（
B
型
・
C
型
）ウ
イ

ル
ス
検
査
、骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録

を
受
け
付
け
ま
す
。

11
月
14
日（
木
）、28
日

（
木
）／
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

実
施
日
の
３
日
前石

巻

保
健
所
登
米
支
所（
疾
病
対
策
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
９

◉

11
月
６
日（
水
）家
族
教
室

＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、個
別

相
談
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

10
月
30
日（
水
）

◉

11
月
20
日（
水
）午
前
10
時

支
援
す
る
た
め
、認
知
症
へ
の
理

解
を
深
め
、支
援
方
法
に
つ
い
て

学
ぶ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

11
月
６
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
45
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
修
了
者

※
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
か
サ
ポ
ー

タ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
く
だ
さ
い

無
料25

人（
申
込
先
着
順
）

10
月
30
日（
水
）福

祉

30
分
〜
午
後
４
時（
１
人
約
50
分
）

11
月
19
日（
火
）午
後

３
時

◉

11
月
19
日（
火
）午
後
１
時

〜
２
時

11
月
18
日（
月
）

◉

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料（
要
電
話
予
約
）

※
い
ず
れ
も
託
児
不
可

石
巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子
・
障
害

班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　

ハ
ン
セ
ン
病
、東
北
新
生
園
な

ど
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。ハ

ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

➊
10
月
23
日（
水
）

〜
11
月
６
日（
水
）／
市
役
所
南
方

庁
舎 

➋
11
月
８
日（
金
）〜
22
日

（
金
）／
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼（
人

権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
併
せ

て
展
示
） 

➌
11
月
26
日（
火
）〜
12

月
10
日（
火
）／
市
役
所
中
田
庁
舎

➍
12
月
13
日（
金
）〜
25
日（
水
）／

市
役
所
迫
庁
舎

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
保
健
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６
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迫
体
育
館

ボ
ッ
チ
ャ
、モ
ル
ッ

ク
、デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
、ラ
ダ
ー

ゲ
ッ
タ
ー

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す

教
育
部
生
涯
学
習

課（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

　

明
治
・
大
正
時
代
こ
ろ
の
旅
に

関
係
す
る
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

11
月
23
日（
土
・
祝
）〜
令

和
７
年
３
月
２
日（
日
）

※
１
月
14
日（
火
）は
展
示
替
え
の

た
め
企
画
展
示
室
を
閉
室
し
ま
す

登
米
懐
古
館
企
画
展
示
室

大
人
４
０
０
円
、高
校
生

３
０
０
円
、小
・
中
学
生
２
０
０
円

登
米
懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８　

の
本
の
展
示
や
、お
は
な
し
会
も

開
催
し
ま
す
。

11
月
13
日（
水
）〜
16
日

（
土
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時（
初
日
は
午
前
10
時
30
分
開
場
、

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

（
登
米
祝
祭
劇
場
）小
ホ
ー
ル

無
料

※
団
体
で「
お
は
な
し
会
」に
参
加

す
る
場
合
は
、予
約
が
必
要
で
す

※
最
終
日
の
午
後
２
時
15
分
か
ら

お
楽
し
み
抽
選
会
を
開
催
し
ま
す

迫
図
書
館 

白
鳥

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
爽
陽

☎
０
２
２
０（
２
２
）９
８
２
０

　

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

が
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

11
月
17
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
２
時
30
分

　

市
内
に
伝
わ
る
、動
物
に
焦
点

を
当
て
た
工
芸
品
や
歴
史
資
料
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

11
月
２
日（
土
）〜
令
和
７

年
２
月
16
日（
日
）

歴
史
博
物
館
企
画
展
示
室

歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　
「
恐
竜
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
と
ウ

ミ
ト
カ
ゲ
」（
黒
川
み
つ
ひ
ろ
／

作
・
絵
）、「
ヤ
マ
ピ
カ
リ
ャ
ー
西
表

島
の
ヤ
マ
ネ
コ
の
お
は
な
し
」（
軽

部
武
宏
／
作
）の
原
画
を
展
示
し

ま
す
。昨
年
出
版
さ
れ
た
こ
ど
も

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

➊

➋

➌

☎

　

柳
生
心
眼
流
を
伝
承
す
る
県
内

の
道
場
が
一
堂
に
会
し
、演
武
を

披
露
し
ま
す
。

11
月
23
日（
土
・
祝
）午
後

１
時

南
方
武
道
伝
承
館

無
料

柳
生
心
眼
流
甲
冑

柔
術
保
存
会
事
務
局（
佐
々
木
）

☎
０
９
０（
４
５
５
９
）８
３
８
１

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
、適
切
に
応
急
手
当
て
を
す
る

こ
と
で
一
人
で
も
多
く
の
人
の
命

を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
切
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☎ ☎ ☎ ☎

▶

▶

☎

　

住
民
税
な
ど
の
申
告
相
談
業
務

に
従
事
す
る
任
期
付
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

10
人
程
度

令
和
７
年
１
月
６
日（
月
）

〜
３
月
31
日（
月
）

高
等
学
校
卒
業
お
よ

び
同
等
以
上
の
経
験
を
持
つ
と
認

め
ら
れ
、公
務
員
な
ど
で
通
算
３

年
以
上
、税
務
申
告
相
談
な
ど
の

業
務
経
験
が
あ
る
人

10
月
31
日（
木
）（
郵

送
の
場
合
は
必
着
）

▼
１
次
試
験
＝
書
類

審
査
▼
２
次
試
験
＝
面
接
試
験

（
11
月
実
施
）

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

総
務

部
人
事
課（
人
事
研
修
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
５

◉

高
等
学
校
卒
業
程
度
。

自
動
車
整
備
科
は
学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校
卒
業
資
格
が
あ
る

人（
見
込
み
を
含
む
）

11
月
６
日（
水
）〜
22

日（
金
）

12
月
20
日（
金
）

◉

再
就
職
を
希
望
す
る
離

転
職
者

15
人

J
M
T
C
佐
沼
教
室

12
月
５
日（
木
）〜
令

和
７
年
３
月
４
日（
火
）

11
月
18
日（
月
）

11
月
25
日（
月
）

県
登
米
合
同
庁
舎

受
講
料
は
無
料
。テ
キ
ス

ト
代
と
し
て
約
１
万
３
千
円

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

※写真はイメージです

暖房用品各種
好評販売中です‼

店内にて

※写真は売場イメージです

100円ショップ
好評営業中！

な
命
を
救
う
た
め
、講
習
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

11
月
17
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー（
３

階
大
会
議
室
）

心
肺
蘇
生
法
、A
E
D
使

用
方
法
、止
血
法
な
ど

無
料30

人（
申
込
先
着
順
）

※
中
学
生
以
上
の
誰
で
も
受
講
で

き
ま
す

11
月
１
日（
金
）〜
10

日（
日
）

※
再
講
習
も
併
せ
て
募
集
し
ま
す

消
防

署（
救
急
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

☎
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

11
〜
12
月
は
、「
宮
城
一
斉
滞
納

整
理
強
化
月
間
」と
し
て
、滞
納
者

に
対
す
る
徴
収
対
策
を
強
化
し
ま

す
。期
間
中
、滞
納
者
に
対
し
、文

書
催
告
や
勤
務
先
、取
引
先
な
ど

へ
の
財
産
調
査
、自
宅
な
ど
の
捜

索
、預
貯
金
、給
与
、不
動
産
な
ど

の
差
し
押
さ
え
、自
動
車
の
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
徴
収
対
策
を
集
中

し
て
実
施
し
ま
す
。

　

税
金
は
納
期
限
ま
で
に
必
ず
納

め
ま
し
ょ
う
。

▼
県
東
部
県
税
事

務
所
登
米
地
域
事
務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
４

▼
県
総
務
部
税
務
課（
納
税
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
３
２
６

▼
総
務
部
税
務
課（
徴
収
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　

市
内
で
、S
N
S
型
投
資
詐
欺

が
発
生
し
て
い
ま
す
。S
N
S
な

ど
を
通
じ
て
、関
係
を
深
め
さ
せ

て
信
用
さ
せ
、投
資
す
れ
ば
利
益

が
得
ら
れ
る
と
い
っ
て
金
銭
を
だ

ま
し
取
る
詐
欺
で
す
。S
N
S
な

ど
で
の
お
金
の
話
は
、警
察
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

▼
登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

は
、公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ

の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
額

以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
に
、年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。受
け
取
り
に
は
請
求
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

➊
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
＝
65
歳
以

上
・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民

税
が
非
課
税
・
年
金
収
入
額
と

そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
約

89
万
円
以
下
➋
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
＝
前
年
の
所
得
額
が

約
４
７
２
万
円
以
下

※
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
を
全
て
満

た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す

➊
新
た
に
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
を
受
け
取

る
人
＝
対
象
者
に
は
、日
本
年

金
機
構
か
ら
９
月
２
日
以
降

に
、請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
ま
す
。同
封
の
は

が
き（
請
求
書
）に
記
入
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
➋
年
金
を
受
給

し
始
め
る
人
＝
年
金
の
請
求
手

続
き
と
併
せ
て
年
金
事
務
所
か

各
総
合
支
所
市
民
課
で
請
求
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

【

】

▼
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
）４
０
９
２

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

10
〜
11
月
は「
麻
薬
・
覚
醒
剤
・

大
麻
乱
用
防
止
運
動
」期
間
で
す
。 

全
国
で
覚
せ
い
剤
や
大
麻
・
危
険

ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の
違
法
薬
物
の 

使
用
者
に
よ
る
犯
罪
が
多
発
し
て

い
ま
す
。 

違
法
薬
物
に
は
、た
っ

た
一
度
の
使
用
で
止
め
ら
れ
な
く

な
る
も
の
や
脳
の
細
胞
を
破
壊
す

る
も
の
も
あ
り
、時
に
は
死
に
至

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
乱
用
は
本
人
だ
け
で
な
く

家
族
や
友
人
も
不
幸
に
し
ま
す
。

家
庭
や
地
域
で「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ

　

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
が
原

因
で
、交
通
事
故
な
ど
が
起
き
た

場
合
、樹
木
の
所
有
者
が
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。次

の
よ
う
な
状
態
の
樹
木
は
、伐
採

ま
た
は
枝
払
い
を
す
る
な
ど
、適

切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
道
路
・
歩
道
に
枝
が
張
り
出
し

て
い
る
▼
枯
れ
木
、枝
折
れ
な
ど

に
よ
り
通
行
に
支
障
が
あ
る
▼
道

路
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
見
え

に
く
い
▼
大
型
車
両
な
ど
の
通
行

に
支
障
が
あ
る

※
電
線
や
電
話
線
の
あ
る
場
所

は
、事
前
に
最
寄
り
の
東
北
電
力

や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
連
絡
し
、立
ち
会
い

の
下
で
作
業
し
て
く
だ
さ
い

建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

　

税
金
は
、教
育
、保
健
衛
生
、上

下
水
道
、産
業
、警
察
、消
防
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
使

わ
れ
て
お
り
、暮
ら
し
を
支
え
る

大
切
な
財
源
で
す
。
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☎ ☎ ☎ ☎

イ
。」を
合
言
葉
に
、薬
物
乱
用
を

撲
滅
し
ま
し
ょ
う 

。
県
石
巻
保
健
所 

登
米
支
所
・
登
米
地
区
薬
物
乱
用 

防
止
指
導
員
協
議
会

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
０

　

令
和
６
年
分
年
末
調
整
の
際
の

定
額
減
税
事
務
に
つ
い
て
、説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
26
日（
火
）、27
日

（
水
）／
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

佐
沼
税
務
署
１
階
会
議
室

各
15
人
程
度

11
月
20
日（
水
）

※
定
額
減
税
に
係
る
一
般
的
な
質

問
や
相
談
に
つ
い
て
は
、国
税
庁

「
定
額
減
税
特
設
サ
イ
ト
」を
ご
覧

く
だ
さ
い

佐
沼

税
務
署（
法
人
課
税
部
門
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
６
３
９

　

令
和
６
年
分
年
末
調
整
に
つ
い

て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
25
日（
月
）、28
日

（
木
）／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分

迫
公
民
館
２
階
大
会
議
室

11
月
20
日（
水
）

無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い登

米

法
人
会

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
６
１
７

㊍
～ ㊐

◉

☎

㊏

◉

☎

㊏

◉

▶

　　　　▶ ☎

㊐

◉

☎

㊏
◉

☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

　　　　　　☎☎

0220-23-8688下田中53番地8
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

▼
24
時
間
子
供
S
O
S
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０（
０
）７
８
３
１
０

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
家
庭
児
童
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

　

自
身
や
子
の
結
婚
の
悩
み
や
心

配
事
に
つ
い
て
、み
や
ぎ
青
年
婚

活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
専
門
相

談
員
が
、無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。

11
月
17
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時

迫
公
民
館

55
歳
ま
で
の
独
身
男

女
、結
婚
適
齢
者
を
持
つ
家
族
お

よ
び
相
談
者
の
友
人

８
人

11
月
15
日（
金
）

※
電
話
か
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い

み
や

ぎ
青
年
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
２
９
３
）４
６
３
８

死konkatu@
seinenkaikan.

or.jp

11
月
９
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時

気
仙
沼
市
立
病
院

県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト

（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
保
有
者
）

お
よ
び
家
族
、関
係
者
な
ど

術
後
の
ケ
ア
、装
具
、社
会

生
活
、福
祉
制
度
、災
害
対
策
な
ど

に
関
す
る
相
談
会

※
予
約
は
不
要
で
す
。直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
宮
城
県
支
部

☎
０
８
０（
５
５
６
７
）３
３
４
８

０
２
２（
３
５
８
）１
３
７
３

　

11
月
13
日（
水
）か
ら
19
日（
火
）

ま
で
は
、全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
で
す
。

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

ス
ト
ー
カ
ー
事
案
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、人
権

擁
護
委
員
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま

す
。期
間
中
は
、土
・
日
曜
日（
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
）も
受
け
付
け

ま
す
。ま
た
、差
別
、ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相

談
は
、「
み
ん
な
の
人
権
１
１
０

番
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

無
料

▼
仙
台
法
務
局
人

権
擁
護
部

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
４
３

▼
仙
台
法
務
局
登
米
支
局

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

〜
11
時
30
分

県
石
巻
合
同
庁
舎

講
話
、講
師
の
待
遇
・
登
録

方
法
、教
員
免
許
状
な
ど
の
説
明
、

個
別
相
談（
希
望
者
）

県
東

部
教
育
事
務
所（
教
育
学
事
班
）

☎
０
２
２
５（
９
５
）７
０
９
６

　

遺
言
書
を
法
務
局
で
お
預
か
り

し
ま
す
。円
満
で
円
滑
な
相
続
の

た
め
に
、本
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
申
請
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す

仙
台
法
務
局
登
米

支
局

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

　

消
防
本
部
で
は
、幼
年
期
か
ら

防
火
の
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け

て
も
ら
う
た
め
、自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
を
活
用
し

て
、ド
ラ
ム
や
木
琴
な
ど
の
幼
年

消
防
用
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
を
、認
定

こ
ど
も
園
森
の
く
ま
さ
ん
へ
寄
贈

し
ま
し
た
。各
種
イ
ベ
ン
ト
や
防

火
思
想
の
普
及
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

　

教
員
免
許
を
持
ち
、県
内
の
公

立
学
校
で
講
師
な
ど
の
勤
務
を
考

え
て
い
る
人
を
対
象
に
、説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

11
月
17
日（
日
）午
前
10
時

す
。「
１
８
９
」に
か
け
る
と
近
く

の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま

す
。通
告
・
相
談
は
匿
名
で
す
る
こ

と
が
で
き
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

通
話
は
無
料
で
す
。

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決

し
て
い
く
べ
き
課
題
で
す
。あ
な

た
の
電
話
で
、救
わ
れ
る
こ
ど
も

が
い
ま
す
。

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
家
庭
児
童
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、本
来

大
人
が
担
う
と
想
定
さ
れ
て
い
る

家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
、日

常
的
に
し
て
い
る
こ
ど
も
の
こ
と

で
す
。責
任
や
負
担
の
重
さ
に
よ

り
、学
業
や
友
人
関
係
な
ど
に
影

響
が
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。自
分
が「
家
族
の
こ
と
に
精
一

杯
で
つ
ら
い
」と
感
じ
た
り
、身
近

に
気
に
か
か
る
こ
ど
も
が
い
た

ら
、一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
ど
も
の
健
や
か
な
未
来
を
守

り
、ケ
ア
を
必
要
と
す
る
家
族
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
地
域

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ

ル☎
０
１
２
０（
１
８
９
）７
８
３

　
「
１
８
９
」は
、児
童
虐
待
か
も

し
れ
な
い
と
思
っ
た
と
き
な
ど
に

児
童
相
談
所
に
通
告
・
相
談
が
で

き
る
全
国
共
通
の
電
話
番
号
で
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障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ

い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

　

失
業
・
病
気
・
人
間
関
係
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
で
生
活
に
困
っ

て
い
る
人
の
悩
み
や
心
配
事
な
ど

の
相
談
に
、専
門
知
識
を
持
つ
支

援
員
が
応
じ
ま
す
。

➊
11
月
12
日（
火
）➋
26
日

（
火
）／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

➊
東
郷
公
民
館
➋
森
公
民

館

無
料

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月
〜
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）／
午
前
９
時

〜
正
午
、午
後
１
時
〜
５
時東

北
財
務

局
多
重
債
務
者
相
談
窓
口

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
７
０
３

11
月
22
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

柳
渕
勝し

ょ
う

一い
ち（
司
法
書
士
）

無
料

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、職
業
生
活
上
の
相
談

に
応
じ
、支
援
を
し
て
い
ま
す
。

11
月
26
日（
火
）➊
午
前
９

時
30
分
➋
午
前
11
時
➌
午
後
１
時

30
分
➍
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

無
料

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

☎ ☎ ☎ ☎

（令和６年９月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ６ Ｒ５ 増減数

人身事故
発生件数 68件 79件 ▲11件

死者数 1人 0人 1人

負傷者数 82人 91人 ▲9件

物損事故
発生件数 895件 939件 ▲44件

※Ｒ６年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

（令和６年９月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,718 9,288 9,723 19,011 （▲2）

登米 1,726 2,040 2,230 4,270 （▲8）

東和 2,203 2,663 2,686 5,349 （▲16）

中田 5,271 7,254 7,440 14,694 （▲14）

豊里 2,142 2,943 3,008 5,951 （▲5）

米山 2,806 3,992 4,070 8,062 （▲21）

石越 1,475 2,105 2,078 4,183 （▲12）

南方 2,730 3,843 4,035 7,878 （4）

津山 1,104 1,331 1,476 2,807 （▲11）

合計 27,175 35,459 36,746 72,205 （▲85）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　

ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
８
月
受
納
順
）

●
市
内
在
住
個
人（
匿
名
）／
市
内

商
業
施
設
既
設
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア

ノ
用
・
譜
面
台
お
よ
び
そ
の
修
理

一
式

●
医
療
法
人
社
団
恭
謹
会
上
杉
皮

膚
科
医
院
様
／
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、児
童
館
用
・
玩
具
26
点

●
佐
沼
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
／

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
用
・
木
工

芸
品
54
点

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

家
族
や
友
達
、仕
事
や
生
活
の

こ
と
な
ど
、安
心
で
き
る
場
所
で

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

11
月
12
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
２
時

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

11
月
11
日（
月
）午
後

４
時

N
P
O
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
イ

☎
０
８
０（
９
２
５
６
）０
０
３
５

　

東
北
財
務
局
で
は
、借
金
を
抱

え
て
悩
む
個
人
や
自
営
業
の
人
か

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５



（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://plus.sugumail.com/usr/tome/home

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam

編

集

後

記

▼
石
川
県
能
登
地
方
で
、大
雨

に
よ
る
大
規
模
な
災
害
が
９
月

に
発
生
し
ま
し
た
。被
災
さ
れ

た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

一
刻
も
早
く
復
旧
し
、平
穏
な

日
々
に
戻
ら
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。（
広

報
広
聴
係
一
同
）

▼
市
の
総
合
防
災
訓
練
を
取
材

し
て
き
ま
し
た
。皆
さ
ん
、い
つ

起
き
る
か
分
か
ら
な
い
大
規
模

災
害
に
備
え
て
、情
報
や
知
識

を
身
に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ

う
。▼▼
今
月
号
は
、添
田
が
長

期
研
修
の
た
め
不
在
で
し
た
。

「
広
報
の
こ
と
は
気
に
せ
ず
、頑

張
っ
て
き
て
ね
」と
送
り
出
し

た
も
の
の
、毎
日「
う
わ
ー
ん
、

仕
事
が
終
わ
ら
な
い
よ
。添
田

さ
ん
、早
く
帰
っ
て
き
て
〜
」と

い
う
心
境
で
し
た
。あ
ー
し
ん

ど
か
っ
た
。（
渡
邊
）

▼
人
生
初
の
コ
ロ
ナ
に
感
染
。

回
復
後
は
、エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
小
中
高
生
を
取
材
し
て
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。▼▼
９
月
は

渡
邊
と
共
に
多
忙
の
毎
日
。タ

イ
ム
マ
シ
ー
ン
に
で
も
乗
っ
た

か
の
よ
う
に
、あ
っ
と
い
う
間

に
１
カ
月
が
過
ぎ
去
り
ま
し

た
。た
だ
単
に
歳
の
せ
い
か
も

し
れ
な
い
け
ど
・・・（
高
橋
）

　「迫コーラス『エコー』」は、まだ地域にコーラス
団体がなかった1975年に設立。今年７月に開催
された「宮城県おかあさん合唱祭」で50年連続出
場の表彰を受けた。初代指導者だった菅原文

ぶん

吾
ご

さ
んの「継続は力なり」の教えを胸に歌い続けてい
る。現在指導に当たっている亘理撫

なつ

子
こ

さんは「みん
な歌うことが大好きで練習熱心。表情も豊かに表
現できるようになってきた」と評価する。
　現在は、仙台市で開催されている同合唱祭のほ
か、県北合唱祭や登米市合唱祭に毎年出演してい
る。今年からは、ボランティア活動で高齢者福祉施
設を訪問し、昔を懐かしんでもらいたいと童謡を
披露。メンバーは「聴いた人たちが笑顔になってく
れたのを見て、合唱の素晴らしさを改めて実感し

ました」と口をそろえる。
　練習で特に力を入れているのが発声。何度も基
礎的な練習を繰り返すことで、明るく響きのある
歌声を目指している。また、歌詞に込められた思い
や情景を思い浮かべながら歌うことで、聴く人の
心にも響くようなハーモニーを生み出している。
代表の阿部くに子

こ

さんは「きれいなハーモニーを
奏でるためには、技術を磨くことはもちろんです
が、仲間同士のコミュニケーションが大切だと思
います。協力してくれる家族や関係者の皆さんに
感謝しながら、健康に気をつけてこれからも活動
していきたいです」と笑顔で話す。
　多くの人に歌声を届け続けて50年。これからも
歌声に乗せて感動を届ける。

問問問問問 ☎


	01　広報とめ11月号（表紙）
	02-07　広報とめ11月号（ズームアップ）_2
	02-07　広報とめ11月号（ズームアップ）_3
	02-07　広報とめ11月号（ズームアップ）_4
	02-07　広報とめ11月号（ズームアップ）_5
	02-07　広報とめ11月号（ズームアップ）_6
	02-07　広報とめ11月号（ズームアップ）_7
	08-23　広報とめ11月号（お知らせ）_8
	08-23　広報とめ11月号（お知らせ）_9
	08-23　広報とめ11月号（お知らせ）_10
	08-23　広報とめ11月号（お知らせ）_11
	12-13　広報とめ11月号（ホットライン）_12
	12-13　広報とめ11月号（ホットライン）_13
	14-15　広報とめ11月号（市民の広場）_14
	14-15　広報とめ11月号（市民の広場）_15
	16-17　広報とめ11月号（健康）_16
	16-17　広報とめ11月号（健康）_17
	08-23　広報とめ11月号（お知らせ）_18
	08-23　広報とめ11月号（お知らせ）_19
	08-23　広報とめ11月号（お知らせ）_20
	08-23　広報とめ11月号（お知らせ）_21
	08-23　広報とめ11月号（お知らせ）_22
	08-23　広報とめ11月号（お知らせ）_23
	広報とめ11月号（背表紙）

